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第 5回 会長  村 田

た 今ゞは大変自熱 した学問的論議があ りました

が ,そ のあとで私の様な くつろいだ話をいたしま

すの もよいのではないかと思 います。

30分たらずの間 ,さ らりとお聞 き流 し願いたい

と思います。

まず看護の専門家でない私が看護論等について

お話 しするつ もりはない事を申上げてお きます。

まことに今 日,看 護の領域にお きましては ,卒 後

教育を もふ くめまして大変す ゝんだ理論 と実践の

方法が くみこまれ ,し っか りした看護過程 に基礎

をおいた活動がな されています。

PPC方 式 ,POシ ステム ,そ の他 いろいろと

実施 され ,医 師 もナース (こ れは勿論聴診器を も

ち,心 電図その他多 くの検査データが読める )も ,

パ ラメディカル も,す べてが第一線 の人 として ,

患者に協力体制をとるべ きであるとされて ,そ の

様にす めゝているところ もあるし,又 これからそ

の様に しようとするところ もございまして ,来 る

べ き時代の医療においては医師の多面性 と,そ れ

を含むレベル アップと,ナ
ース及び他の医療従事者

に も経験 と知識の レベルアップが要請 される事が

のべ られてお り,又 ,社 会の ニードに合わせて医

学 とい うものが変 って行 く事は当然でございます

が ,社 会 のニードに合わせて看護が どの様に変 る

べきであるかを考 えよと言われています。一
般に

言われている基本看護以外の多 くの専門看護 コー

スを見すえ ,ナ ースたる ものは自分が将来 どこに
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身をお くかを考えつ 勉ヽ強 しな くてはな らないと

して ,何 がプロフェッションであるかと言 うこと

が問いなおさるべきであるとの論 もおき ヽいたし

ました。まことに 5年 の臨床経験 と10年の経験の

間にどんな違いがあるのか。自己目標を設定 して

進むべ き事は当然でございます。

そのほか ,諸 外国の事情 ,種 々の立場か らの理

論 ,実 践方法等 ,ま ことに絢爛たる御高見 をお き

ヽする次第でございまして ,今 さらその道の専門

家 でもない私が看護論等を申上げるの もおこが ま

しく思えます。

そこで本 国は ,私 と看護 とのか わヽ り合いの中
'

で,こ の課程が設置 された頃のお話 しや,更 にさ

かのぼって私 とナースとの出合い―― 私がナ ース

を認識 し,注 目する様にな った30年以上 も前の ,

終戦直後の出来事などをお話 してみたいと思いま

す。

今 日のこの様に進歩 した看護界の状況に比較 し

て ,終 戦直後のあの廃墟 と虚脱 と,イ ンフレーシ

ョン進行中の国民生活状態 と,そ の ごく一端 とし

て調査 した医療状況の一部 などをお話 しして今 日

を逆にながめて見るの も無意味 でないと思います。

しか しこれは どこまで も思い出話の類 としてお聞

き流 し願いたい ものであ ります。

私がナースの方々と接触を持つ様にな ったのは

昭和20年末 より21年 1月 にかけての事であ ります。

それは終戦直後で荒涼たる廃墟のバラッタの街に ,

虚脱 した人 々,職 もな く,食 糧 もな き人々が満 ち

ている時でありました。
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当時の食糧は配給制で,主 食は 1日 2合 1勺 で

基鍵代謝量にも足 りません。当時の日本人全体の

願望は 3合配給の実現でありました。それは極め

て切実なる日本人全体の願いでございました。私

は当時医学部の学生でありましたが,厚 生省公衆

保健課長三木行治氏 (後の岡山県知事 )を訪間 し

まして,戦 災都市岡山において,3合 配給が可能

かどうか,或 はどれ程不足 しているのか。又 ,当

時は民衆蜂起 (暴動 )を恐れていた時でありまし

たが,若 し起るとすればそれは何時であるか。そ

んな予測は不可能かどうか。この様な事を主眼と

して衣 ・食 ・住の全般の調査を行 う事により全国

推定の材料とする事にしました。

集めた6,000世帯以上の中より, い そざ中間報

告の集計を行ったのでありますが,そ のいそいだ

集計を手伝っていた いゞたのが,寄 宿舎にいたナ

ースの方々であります。

全くの無報酬で一一食糧難の ,し かも仕事のあ

との疲労状態でありましたが,毎 日夜の時間をさ

いて,数 時間を極めて明るくなごやかに手伝って

いただきました。その頃から私はナースの方々に

人間としての信頼感を持ったものであります。

尚,参 考までに,デ ーターの一端を申します。

全貌をお伝えすると,戦 争のおそろしさ,人 間の

境ilBによる悲惨さが冷酷なまでに出て来るのであ

りますが,要 するに トータルにおいては 3合はあ

るが,ア ンバランスがあること。又 ,民衆の不安

状況は 6ケ 月後 (21年 5月 頃 )が ピークになる事

が出ていましたが,こ れが丁度食糧メーデー(食糧

暴動とも云われる)に 一致 しており,政 府は食糧

を輸入 しました。40万トンですみ,思 った より少

量ですんだと政府は申していましたが ,私 はすで

に,1中 都市で全国推計は早計であるが,し か し

岡山の例から見て,そ れほど多 くの量が必要でな

い事は数字的にも半‖明していたし,又 2月 15日よ

り2日 間にわたり新間に,私 の談話 もふくめて発

表 しておきました。

尚,す こしく当時の民衆の生計の事にふれます

と,それは収入と生活費の比較という様な もので

看 護 学 教 育 に つ い て

なく,食 費が膨大な赤字原因で,収 入と食費の比

較において,昭 和20年12月中旬より21年 1月 中旬

までの物価において,食 費だけの 1ケ 月の赤字は

戦災家庭は 351円 ,非 戦災家庭 220円 という食い

こみであります。しかも戦災者は収入は非戦災者

より少く,食 費は反対に多 くますます窮乏の度を

加えていたのであります。

この当時,収 入だけで生活 していた人はどれ位

おったでしょうか。農業世帯をのぞいた 5,497陛

帯でみると,収 入だけで生活しているものが95

%で ,貯 金やその他を足 して生活 している世帯が

57%,貯 金や家財のみで生活 している世帯が 134

%,借 金で生活 しているもの 7.8%,そ の他 12.3

%と なっております。以上の中で,収 入のみで生

活 しているものは 9.5%と 申しましたが,そ の中

には収入のみで生活可能なものと,足 すべき貯金

も財産 もないため破局的生活に追いこまれている

ものがあります。

そのうち,と くに3ケ月以内に生計困難となる

者の中には,未 帰還軍人の老母や,妻 で子供をか

かえたもの,老 人のみの家庭などがある。今日さ

けばれている老人間題と比較していか でゞござい

ますか。

尚,衣 ・食 ・住についての住居別 ,戦 災非戦災

別 ,家 族員数別,職 業別の各種集計がありますが

省略いたしまして,次 に,調 査の主目的とはなれ

て,ほ んの参考的にとったもので方法論をもった

ものでありませんが,戦 災都市の住民の医療に対

する調査の一部を例 として申します。

以上の世帯中の解答者よりの ものでありますが,

病気の時,医 師が来てくれないものが,2,641世帯

中45%(但 ,農 家の場合はこれが 7%で ある),

又来てくれるものの中60%位 は昼だけである。

尚,治 療費に対 しては80%近 くが高価であると

受けとめており,又 ,治 療費は金銭のみでよいの

は65%位 で,35%位 は物品 (食 糧品等 )を 必要と

すると答えている。

以上私とナースとの出合いと申しますか,そ ん

なものと,そ の当時の社会状態の一端を大変簡単
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看護 教 育 に

に申し上げました。

次にこの看護課程における十余年間のお話しを

申上げる予定でございましたが ,時間の都合でま

たの機会にゆづりたいと思います。た 看ゞ護学教

育においては ,学問その ものの進歩に応 じた知識

と技術 ,更に自己教育,自己学習の方法論をもっ

た人間をつくる事の必要性は言うまでもありませ

んが,それと共に人間教育 ,人間としてのより広

し1豊かさというものを育てる事が大切であると思

います。

ナースはよく観察 し正確に半1断する事が必要で

あります。よく観察するためには高い知識が必要

であるという事を体得 して もらう丈でな く,ナ ー

スは人間に接するのである事を考慮 し,そ れ故に

心理学や社会学のほ力■こ,歴 史や文学や宗教 ,哲

学書に接 し,広い教養と良識 と信仰をもつ事が大

つ い て

切であると思 います。

即ち,人間としてのゆたかさ,た とえばみんなを

あた かヽ くまとめて行 く人間味 とか,そ の人がお

る丈 で何 とな く頼 りになる人間性 とか,そ の様な

事に も目を向けて行 くべ きでないでしょうか。

看護の将来が,現 実のそれぞれの個人の手にゆ

だね られているという自覚 と認識 ,こ れが看護界

を切 り開いて行 く力である事は言 うまでもあ りま

せん。

古代 ローマの人々が ,照神の国 ,は いづ くにあ

りや
″

とキ リストに きいた時 , 神`の国 ,そ れは

汝等の中にあ り
″一一 あなた方の自覚の中に神の

国はあるとキ リス トは答えた。その言葉の うちに ,

どの様に自覚するかという事の うちに ,看 護の将

来 を見る事は出来ないでしょうか。一――私は こ

んな事 を考えます。
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